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小笠原母島観光協会宿泊部会 

 

新型コロナウィルス感染予防対策ガイドライン 

 

母島では医療体制が脆弱なため、新型コロナウィルス感染予防の体制が整うまでの間、宿泊施設では

下記の 4 つのポイントを軸に感染予防対策を実施致します。詳細部分については各宿の形態が大きく異

なるため、父島宿泊部のガイドラインを参考に各宿に合わせた対策を実施致します。 

 

① スタッフの健康管理 

・日々の健康管理を心掛け、不調がある場合はすぐに診療所に相談することや休める体制を整えます。 

② 咳エチケットと手洗い・消毒 

・接客中はマスク着用し、作業の合間等こまめに石鹸を使用した手洗い、アルコール消毒を行います。 

③ ３密防止 

・送迎につきましては、密な状態を避けるため当面見合わせます。荷物につきましては港でお預かりし

宿までお運びします。但し、特別な理由の場合(雨天や港までの移動が困難な場合)は、3 密対策を実

施の上、送迎を行います。また港でお集まりいただく際は、人との距離を保てるように密集しすぎないよ

うご配慮願います。 

・食事提供のある宿は、できるだけ宿泊される方々が３密の条件に当てはまらいように工夫(お弁当対

応等)を行います。 

④ 共通留意点 

・清掃時等に使用した服などは着替える等、清潔な状態を保てるようにします。 

・共用する箇所（ドアノブ等）、エリア（共同風呂、トイレ）はこまめに清掃、消毒を行います。 

 

ご宿泊を予定されている方へのお願い 

 

・島内での入手が難しいと予想されるためマスク及び消毒液のご持参をお願いします。 

・ご来島前から体調管理を心掛けてください。 

・ご来島時に①37.5℃以上の発熱又は➁強い倦怠感の症状がでた場合は直ちに保健所へ連絡をお願

いします。また①、➁以外の症状や外傷等につきましては診療所への連絡となります。以後の対応は、診療

所、保健所の指示を受けてください。※各宿に連絡先が掲載されたものが用意してあります。(日本語・英

語) 

 

私たち宿泊施設スタッフだけでは感染予防対策は行えません。ご来島される皆様のご協力が不可欠と

なります。特に宿泊施設は多くの方が一度に集まる場所でもありますので、何卒皆様のご配慮・ご協力を

よろしくお願いいたします。 


